
石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第468号（1）2011年4月15日（毎月15日発行）

今月の会員数／1,031人（医科731人・歯科300人） 

主な記事 
2面　第37回定期総会 
3面　歯科で厚労省と懇談 
4面　被災者窓口取扱い 
5面　第16回よろず勉強会 
7面　県立中央病院を訪ねて 
8面　新シリーズ「キューバ」 

発　行　所 
石川県保険医協会  

〒920‐0902  金沢市尾張町２丁目8番23号 
太陽生命金沢ビル8階 

1（076）222‐5373番  ＦＡＸ（076）231‐5156番 
URL  http://ishikawahokeni.jp/ 
編集部E-mail ; iskw_sugino@doc-net.or.jp 
発行人 西　田　直　巳 
印刷所 ソノダ印刷株式会社 
 購読料 1年間 5,000円（〒共） 
（※本紙の購読料は会費に含まれます） 

「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」と
言
う
が
、

東
日
本
大
地
震
で
は

津
波
に
対
し
て
万
全

の
備
え
を
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
っ

た
。
今
回
の
地
震
が
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
っ
て
い
た
た
め
だ
が
、
備
え

が
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
死
者
が

多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
決

し
て
地
震
に
対
す
る
備
え
が
無

駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
た
い

▼
一
方
で
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
地
震
に
対
す
る
備
え

は
万
全
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
原
発
は
、「C

O
2

を

出
さ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
、
強
固
な
地
盤
の
上
に

造
ら
れ
て
い
る
か
ら
絶
対
に
大

丈
夫
」
と
言
わ
れ
て
い
た
だ
け

に
、
そ
の
備
え
に
は
疑
問
が
残

る
。
想
定
外
と
言
っ
て
し
ま
え

ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
原
発
に
想

定
外
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
原
発
が
な
け
れ
ば
近

隣
の
人
が
避
難
を
す
る
必
要
が

な
か
っ
た
わ
け
で
、
地
震
は
天

災
だ
が
、
原
発
事
故
は
人
災
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
▼
今
回
の

事
故
で
原
発
に
対
し
て
批
判
が

出
る
の
は
必
至
だ
が
、
わ
れ
わ

れ
が
電
気
を
使
う
限
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
は
付
き
ま
と
う
。

こ
れ
ま
で
原
発
で
ま
か
な
っ
て

い
た
電
気
を
ほ
か
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
す

ぐ
に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
原
発
を
こ
の
ま
ま
に
し

て
い
て
は
、
再
び
同
じ
よ
う
な

事
故
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ

る
。
さ
し
あ
た
っ
て
想
定
外
に

な
ら
な
い
よ
う
な
耐
震
基
準
に

引
き
上
げ
て
、
二
度
と
同
じ
事

故
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
あ
る
。

東日本大震災は、その未曾有の災禍の中、多くの人命を奪い、今なお

その全体像は見えない。改めて犠牲となった方々に哀悼の意を表すると

ともに、被災された方々にお見舞い申し上げたい。

震災がもたらした多くの不幸の中でも、国民に大きな不安を与えてい

るのは、福島原発事故であることは論を待たない。本来総力を結集して、

捜索、救援、医療が協働すべきであるにもかかわらず、国と東京電力は、

不十分な対応を続け、原発周囲の住民に立ち退きを迫っている。原発事

故がもたらした被害は農業、漁業に留まらず、人としての営みのすべて

を現在進行形に破壊し続けている。心身ともに極限に追い詰められてい

る住民達は、さらに放射能汚染という言われなき差別に苦しんでいる。

その現実をみれば、国と東京電力の責任はあまりにも重大であると言わ

ざるをえない。

東京電力に大きな非難が集まる一方、原発事故の現場で働く作業員の

労働環境は劣悪を極めている。放射線被曝をはじめ、健康管理はほとん

ど放棄されていると言っても過言ではない。異常事態という理由だけで、

現在の状況を放置することは断じて許されない。

今、国と東京電力に求められるのは、現状の正確な把握と、それに伴

う情報公開である。情報は錯綜し、発表された情報は時に整合性が疑わ

れるケースも多々見られる。かかる事態に対し、世界の叡智と日本のす

べての技術を結集して、一日も早く事態の収束を図ることが求められて

いる。

以上の立場から、政府に対して、以下の事項を緊急に要望するもので

ある。

一．福島第 1原発で起こっている事故のすべてを正確かつ速やかに公表

すること。

一．大気・土壌・海洋に及ぶ汚染実態を継続的かつ迅速に広報すること。

一．原発事故を過小評価してきた原子力安全委員会、保安院の人事構成

を早急に見直し中立的第三者機関に転換すること。

一．内部被曝については、医学的知見が乏しく、特に長期予後に関して

は、一層未解明の部分が多い。放射線障害についての根拠のない安

全評価は厳に慎むべきこと。

一．現在事故現場の最前線で働く作業員の安全と健康管理を国の責任に

おいて行うこと。中長期的には、下請け作業員の健康管理を原発管

理者に義務づけること。

福島原発事故、すべての情報開示を求める緊急声明

2011年３月11日午後２時45分、1000年に一度といわれる

大地震が宮城県沖で発生し、巨大津波が東北関東地方の太平

洋沿岸を襲いました。この災害によりお亡くなりになられた

方々のご冥福をお祈り申し上げます。また、被災された方々

には心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地の保険医

協会会員のご無事と、被害が微小でありますことを願うばか

りです。 

被害の規模は、日を追うごとに大きくなり、人的、物的と

もに、阪神・淡路大震災をしのぐものとなりました。

石川県保険医協会は、震災翌日の３月12日、第37回定期

総会において、今回の大震災について「保団連と協力し、被

害に遭われた地域の皆さんを強力に支援すること」「この災

害は原子力政策をはじめ、この国の行方、われわれの生き方

そのものを根底から問い直すものとなる。協会は人権・社会

保障の原点に立ち、総力をあげてその行方に関わり続けます」

との緊急アピールを出しました。

当会が呼びかけた被災された会員医療機関への救援募金に

は、これまで会員の皆様から多額の募金が寄せられています。

また、当会では大規模災害時における医療の特別措置として、

すべての被災者が必要な医療を必要なだけ受けられるよう、

医療費一部負担金の「免除」を直ちに実施することを内閣総

理大臣および厚生労働大臣等に要請しました。

今後は、被害の甚大な岩手、宮城、福島などの被災協会か

らの要請があり次第、会員の安否確認はじめ被災地に出向い

て会員の被害状況の把握と支援物資、見舞金を届けるなどの

支援を計画しております。

被災地の皆様が、一日も早く復旧されることを心よりお祈

り申し上げます。

（2011 年 3月 24 日記）

東日本大震災
被災者の皆様に心からお見舞い申し上げます

会長　西田　直巳

2011 年４月 11 日
石川県保険医協会理事会
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二
〇
一
〇
年
度
最
後
の
理

事
会
は
、
ほ
ぼ
定
刻
の
午
後

七
時
三
十
分
に
始
ま
っ
た
。

総
務
部
か
ら
は
、
人
体
の

不
思
議
展
に
関
連
し
た
講
演

会
が
京
都
で
行
わ
れ
、
斉
藤

理
事
が
石
川
県
で
の
活
動
を

発
表
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
石
川
協
会
か
ら
端
を
発

し
た
運
動
が
全
国
に
広
ま

り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ

れ
る
。

財
政
部
か
ら
は
、
二
〇

一
一
年
度
予
算
案
が
示
さ

れ
、
次
年
度
も
特
別
積
立
金

を
五
百
万
円
取
り
崩
す
こ
と

が
理
事
会
で
了
承
さ
れ
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
保

団
連
第
四
回
共
済
制
度
運
営

委
員
会
の
報
告
が
あ
り
、
第

一
生
命
の
保
険
医
年
金
へ
の

参
入
が
、
金
融
庁
へ
の
届
け

出
ミ
ス
の
た
め
予
定
よ
り
遅

れ
五
月
一
日
に
な
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

歯
科
部
や
学
術
・
保
険
部

か
ら
は
、
二
〇
一
一
年
度
の

講
演
会
の
計
画
が
た
く
さ
ん

示
さ
れ
、
今
年
も
活
発
な
活

動
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。医

療
・
福
祉
部
か
ら
は
、

県
内
の
病
院
の
地
域
医
療
連

携
室
や
高
齢
者
施
設
の
今
後

の
訪
問
予
定
が
述
べ
ら
れ

た
。機

関
紙
・
文
化
部
か
ら

は
、
二
月
二
十
日
に
開
催
さ

れ
た
酒
蔵
見
学
会
の
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
、
本
紙
三
月

号
の
「
持
論
」
の
検
討
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

協
議
事
項
で
は
、
三
月

十
二
日
の
定
期
総
会
に
関
連

し
た
こ
と
が
多
く
、
総
会
議

案
書
の
最
終
確
認
を
し
て
、

総
会
の
役
割
分
担
が
決
め
ら

れ
た
。

今
回
も
非
常
に
多
く
の
事

項
が
報
告
、
協
議
さ
れ
た

が
、
十
時
過
ぎ
に
は
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

【
牛
村　

記
】

（3月1日開催・12人出席） 

2010年度 第18回理事会

定期総会の準備と
役割分担を中心に
定期総会の準備と
役割分担を中心に

東
日
本
大
震
災
の
未
曾
有

の
被
害
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
三
月
十
五
日
に
、
二

〇
一
一
年
度
第
一
回
理
事
会

が
開
か
れ
た
。
理
事
は
、
い

さ
さ
か
固
い
表
情
で
定
刻
に

集
ま
り
、
会
議
が
開
始
さ
れ

た
。
通
常
の
理
事
会
と
は
会

議
次
第
を
変
更
し
、
協
議
事

項
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
協

議
事
項
の
大
半
を
費
や
し
た

の
が
大
震
災
に
対
し
て
保
険

医
協
会
と
し
て
何
が
で
き
る

か
、
何
を
し
な
く
て
は
い
け

な
い
か
と
い
う
議
論
だ
っ

た
。現

時
点
で
集
め
う
る
正
確

な
状
況
把
握
の
提
示
と
、
被

災
し
た
各
県
の
保
険
医
協
会

の
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。
震

災
と
い
う
非
常
時
の
医
療
提

供
に
関
わ
る
細
か
な
通
知
類

が
紹
介
さ
れ
、
医
療
提
供
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ

し
て
、
当
保
険
医
協
会
と
し

て
被
災
し
た
会
員
医
療
機
関

へ
の
見
舞
金
お
よ
び
復
旧
活

動
支
援
目
的
に
「
東
日
本
大

震
災
救
援
募
金
」
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
被
災
協
会
に
対
す

る
見
舞
金
を
送
る
こ
と
も
決

定
さ
れ
た
。
大
震
災
に
対
し

て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
対

応
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
も
多
く
、
会
長
・
副
会

長
・
事
務
局
長
で
対
策
会
議

を
随
時
開
い
て
い
く
こ
と
も

決
定
さ
れ
た
。
本
紙
に
震
災

に
関
す
る
会
長
声
明
と
、
原

発
事
故
に
対
す
る
理
事
会
声

明
を
載
せ
る
こ
と
も
決
ま
っ

た
。そ

の
後
、
各
部
か
ら
協
議

す
べ
き
こ
と
を
中
心
に
報
告

が
な
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
【
大
川　

記
】

（3月15日開催・11人出席） 

2011年度 第1回理事会

大震災・原発事故の
救援対策を中心に
大震災・原発事故の
救援対策を中心に

2011年度がスタート 

大震災・原発事故翌日に開かれた第３７回定期総会

人権・社会保障の原点に立って人権・社会保障の原点に立って人権・社会保障の原点に立って

理事　山本　司（野々市町・歯科） 

東
日
本
大
地
震
発
生
の
翌

日
、
三
月
十
二
日
（
土
）
に
、

第
三
十
七
回
石
川
県
保
険
医
協

会
定
期
総
会
が
金
沢
都
ホ
テ
ル

で
執
り
行
わ
れ
た
。
冒
頭
、
前 総合司会の山本司理事

総会アピールを提案
する大平政樹副会長

決算・予算の提案
をする三宅靖理事

役員改選について提案
する平田米里副会長

議長に選任された
山岸満先生

活動報告・方針（案）を
提案する喜多徹副会長

事
、
会
計
監
査
は
大
平
三
四
郎

幹
事
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
・
二
〇
一
一
年
度

予
算
案
が
三
宅
靖
理
事
に
よ

り
、
第
五
号
議
案
・
役
員
改
選

に
関
す
る
提
案
は
平
田
米
里
副

会
長
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
第

六
号
議
案
で
は
総
会
ア
ピ
ー
ル

と
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
対
す
る
支
援
を
誓
う
緊
急
総

会
ア
ピ
ー
ル
が
大
平
政
樹
副
会

長
よ
り
提
案
さ
れ
た
。

一
号
議
案
か
ら
六
号
議
案
に

関
し
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

最
終
的
に
す
べ
て
の
議
案
が
可

決
成
立
し
た
。
引
き
続
き
、
三

十
年
会
員
に
対
す
る
特
別
功
労

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
出
席
い

た
だ
い
た
山
下
正
洋
先
生
（
加

賀
市
・
内
科
）
と
山
岸
満
先
生

（
輪
島
市
・
内
科
）
に
は
、
感

謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

た
。最

後
に
、「
社
会
的
健
康
格

差
を
正
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
日

本
福
祉
大
学
の
近
藤
克
則
教
授

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
二
〇
一
一
年
度
定
期
総
会

が
終
了
し
た
。

回
の
総
会
以
降
に
亡
く
な
ら
れ

た
物
故
会
員
六
人
に
対
し
て
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
、
続
い
て
、
西

田
直
巳
会
長
が
被
災
者
に
対
し

哀
悼
の
意
と
お
見
舞
い
の
言
葉

を
述
べ
た
。

議
長
に
は
、
ご
自
身
も
能
登

半
島
地
震
を
経
験
さ
れ
た
輪
島

市
門
前
町
の
山
岸
満
会
員
が
選

出
さ
れ
た
。
第
一
号
議
案
・
二

〇
一
〇
年
度
の
活
動
報
告
と
第

二
号
議
案
・
二

〇
一
一
年
度
の

活
動
方
針
案

は
、
喜
多
徹
副

会
長
が
提
案
し

た
。
第
三
号
議

案
・
二
〇
一
〇

年
度
決
算
報
告

は
三
宅
靖
理

記念講演講師の近藤克則氏
　　　（日本福祉大学教授）

30年会員の表彰も行われ、山下正洋先生（写真右から2番目）
と山岸満先生（写真右）には、感謝状と記念品が手渡された

開会あいさつに立つ西田直巳会長

理
事
会
点
描

理
事
会
点
描

昨日午後２時過ぎ、千年に一度といわれる大地震が東

北関東を襲いました。被害の全容は未だ明らかになって

いませんが、戦後最大の惨禍となるのは確実です。

石川県保険医協会は、保団連と協力し、被害に遭われ

た地域の皆さんを強力に支援することを表明します。さ

らに、この災害は原子力政策をはじめ、この国の行方、

われわれの生き方そのものを根底から問い直すものとな

るに違いありません。協会は人権・社会保障の原点に立

ち、総力をあげてその行方に関わり続けます。

2011 年３月 12 日

石川県保険医協会第 37 回定期総会

石川県保険医協会 
第37回定期総会・緊急アピール 

石川県保険医協会 
第37回定期総会・緊急アピール 
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保団連北信越ブロックの要求取りまとめ 

歯科医療改善のために厚労省と懇談 歯科医療改善のために厚労省と懇談 
副会長　平田　米里（野々市町・歯科） 

保険医年金 
 4月1日～5月25日 
 2011年9月1日 
 1．258％（2011年3月1日現在） 

 4月1日～5月25日 
 2011年9月1日 
 1．258％（2011年3月1日現在） 

保険医年金 

保険医年金の新規加入・増口をお考えの
先生は、協会事務局までお問い合わせくだ
さい。パンフレット等を送付させていただ
きます。 

加入チャン
スは 

年2回です
!加入チャン

スは 

年2回です
!

前半期受付期間 

加 入 日 

予 定 利 率 

普及開始！ 

働き盛りの先生にお勧めします！ 

●38歳の 男性 の場合： 

　月払概算掛金5,960円で4,000万円の保障 
●38歳の 女性 の場合： 

　月払概算掛金4,600円で4,000万円の保障 

保 障 例 

■普及期間 2011年5月16日（月）～6月17日（金） 
　　　　　 　　　　　※詳しくは案内チラシなどをご覧ください。 

グループ保険 グループ保険 グループ保険 
5/16（月）から 
普及開始 

会員同士が支えあう生命保険です 会員同士が支えあう生命保険です 

割安な掛
金で 

大きな保
障 割安な掛
金で 

大きな保
障 

5/16（月）から 
普及開始 

今
月
号
と
来
月
号
で
「
非
が

ん
在
宅
高
齢
者
の
終
末
期
の
判

断
に
つ
い
て
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
二
〇
一
〇
年
十
月
に
あ
っ

た
第
二
十
五
回
保
団
連
医
療
研

究
集
会
で
報
告
し
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
当
院
で

み
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ

ん
で
す
。
私
だ
け
で
は
な
く
他

の
医
師
が
担
当
し
た
症
例
も
含

ん
で
お
り
ま
す
。

【
目
的
】

在
宅
で
長
期
療
養
中
の
非
が

ん
高
齢
者
の
終
末
期
に
つ
い

て
、
ど
う
い
う
判
断
の
も
と
に

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
を
検

討
し
、
終
末
期
の
判
断
の
現
状

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

【
対
象
と
方
法
】

在
宅
医
療
を
受
け
、
終
末
期

と
判
断
し
在
宅
で
看
取
り
を
し

た
非
が
ん
患
者
三
十
例
と
、
同

様
の
基
準
で
終
末
期
と
判
断
し

た
が
結
果
的
に
は
終
末
期
で
は

な
か
っ
た
三
例
。
後
方
視
的
に

カ
ル
テ
で
終
末
期
と
判
断
し
た

理
由
、
治
療
の
内
容
、
多
職
種

で
の
検
討
の
有
無
、
終
末
期
と

判
断
し
て
か
ら
死
亡
ま
で
の
期

間
、
訪
問
診
察
の
継
続
期
間
、

主
疾
患
、
年
齢
、
性
、
自
宅
か

居
住
系
施
設
か
な
ど
を
検
討
し

ま
し
た
。

【
結
果
】

（
一
）
終
末
期
の
判
断
は
、
基

礎
に
認
知
能
力
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
低

下
を
来
す
疾
患
が
長
期
間
あ

り
、
診
察
と
血
液
検
査
で
脱

水
や
感
染
症
な
ど
の
急
性
疾

患
の
合
併
に
よ
る
食
欲
低
下

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
数

日
間
の
点
滴
で
も
改
善
し
な

い
例
を
終
末
期
と
考
え
た
例

が
二
十
一
人
、
急
性
疾
患
合

併
だ
が
入
院
治
療
を
望
ま
ず

在
宅
医
療
で
経
過
を
見
た
場

合
が
八
人
、
肝
硬
変
末
期
な

ど
の
原
疾
患
の
経
過
と
考
え

ら
れ
る
例
が
一
人
で
し
た
。

一
例
を
除
き
、
終
末
期
の
医

療
処
置
に
つ
い
て
の
自
己
判

断
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
二
）
看
取
り
を
し
た
方
の
平

均
年
齢
は
九
十
・
七
歳
、
終

末
期
と
判
断
し
て
か
ら
亡
く

な
る
ま
で
の
期
間
は
平
均

四
十
一
・
一
カ
月
、
医
療
処

置
と
し
て
は
、
末
梢
か
ら
の

補
液
あ
り
が
十
六
例
、
末
梢

か
ら
の
補
液
無
し
十
二
例
、

終
末
期
と
な
る
前
か
ら
の
高

カ
ロ
リ
ー
輸
液
が
二
例
、
胃

瘻
が
一
例
で
し
た
。

主
要
疾
患
で
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
が
七
例
、

脳
梗
塞
後
遺
症
と
老
衰
が
そ

れ
ぞ
れ
三
例
、
そ
の
他
は

種
々
で
し
た
。

終
末
期
で
あ
る
こ
と
を
告

知
し
た
場
に
参
加
し
た
の

は
、
一
番
多
い
の
は
家
族
・

医
師
・
看
護
師
（
こ
の
場
合

は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
訪
問
看
護

師
）
で
十
五
例
で
し
た
。
家

族
・
ケ
ア
マ
ネ
・
訪
問
看
護

師
・
医
師
・
看
護
師
と
関
わ

る
職
種
が
す
べ
て
参
加
し
た

の
は
一
例
の
み
で
し
た
。
本

人
に
告
知
さ
れ
た
の
は
一
例

の
み
で
し
た
。

（
三
）
結
果
的
に
は
終
末
期
で

は
な
か
っ
た
の
は
三
例
で
し

た
。
平
均
年
齢
は
九
十
六
・

七
歳
、
訪
問
診
察
継
続
期
間

は
二
十
八
・
七
カ
月
で
し

た
。
全
例
に
末
梢
か
ら
の
点

滴
を
平
均
三
十
九
・
三
日
継

続
し
ま
し
た
。
最
長
で
は
八

十
二
日
間
点
滴
を
し
た
後
、

全
例
経
口
摂
取
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
三
例

は
、
全
例
「
居
住
系
施
設
」

で
し
た
。
主
要
疾
患
は
慢
性

腎
不
全
（
九
十
九
歳
）、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

（
九
十
歳
）、
大
動
脈
弁
狭
窄

症
（
百
一
歳
）
で
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）

大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

６４

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の
４２

非
が
ん
在
宅
高
齢
者
の

終
末
期
の
判
断
に
つ
い
て
（
上
）

三
月
十
日
、
保
団
連
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
の
厚
生
労
働
省
交
渉

メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
、
歯

科
診
療
報
酬
の
改
善
を
求
め
る

厚
生
労
働
省
と
の
懇
談
会
に
参

加
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。厚

労
省
か
ら
は
、
保
険
局
医

療
課
の
宮
原
課
長
補
佐
と
青
木

歯
科
医
療
専
門
官
が
出
席
、
北

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
役
員
四

人
と
事
務
局
六
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

懇
談
の
仲
介
役
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
い
た
田
中
美
絵
子
衆

院
議
員
に
開
会
の
あ
い
さ
つ
か

ら
最
後
ま
で
、
懇
談
の
全
経
過

に
わ
た
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
い

た
お
か
げ
か
、
新
築
間
も
な
い

衆
議
院
議
員
会
館
で
予
定
時
間

を
は
る
か
に
超
え
る
懇
談
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
時
間
が

足
り
ず
、
す
べ
て
の
要
求
項
目

に
関
し
て
議
論
が
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
緊
急
改
善
要
求
項

目
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
割

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
初

参
加
の
私
に
と
っ
て
収
穫
で
し

た
。具

体
的
回
答
の
一
部
を
記
せ

ば
、
歯
周
病
の
咬
合
調
整
の
改

善
要
望
（
同
一
初
診
中
は
一
回

の
み
の
回
数
制
限
を
改
め
、
必

要
に
応
じ
た
算
定
に
す
る
こ

と
）
に
つ
い
て
は
管
理
官
に
伝

え
る
し
、
往
診
制
度
の
復
活
の

要
望
に
つ
い
て
も
現
場
の
声
と

し
て
承
り
た
い
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

全
般
的
に
は
、
厚
労
省
側
は

わ
れ
わ
れ
の
要
望
案
に
つ
い
て

理
解
を
示
す
も
の
の
、
財
源
問

題
や
、
中
医
協
と
現
場
の
声
の

間
で
調
整
が
難
し
く
実
現
に
至

ら
な
い
の
で
苦
慮
し
て
い
る
、

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
た

だ
ち
に
明
言
で
き
る
立
場
に
な

い
と
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
す
。

一
方
、
議
論
の
中
で
は
、
双

方
、
本
音
で
語
り
合
え
た
部
分

も
あ
り
、
厚
労
省
側
か
ら
は
、

今
後
も
懇
談
の
要
請
が
あ
れ
ば

応
じ
、
現
場
の
先
生
方
の
意
見

を
少
し
で
も
制
度
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
の
発
言
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
で
は
、
保
団
連

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
歯

科
診
療
報
酬
に
関
す
る
わ
れ
わ

れ
の
基
本
姿
勢
を
伝
え
、
現
場

の
要
望
を
届
け
る
と
い
う
目
的

を
、
一
定
程
度
果
た
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
会
員
の
皆
さ
ん
の

声
を
集
約
し
て
厚
労
省
と
の
懇

談
を
行
い
、
歯
科
診
療
報
酬
改

善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

写真左奥が平田米里副会長（3月10日・衆議院議員会館）
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（1） 被災者が被保険者証を提示できなくても、保険診療を行うことは可能です。こ

の場合、医療機関は、被災者から次の事項を確認しなければなりません。

被災者からの確認事項

被用者保険の被保険者 ①氏名、②生年月日、③事業所名

国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者 ①氏名、②生年月日、③住所

（2） 公費負担医療については、患者票等の提示ができなくても、被災者から制度の

対象者である旨の申し出があったときには、公費負担医療として診療を行うこと

は可能です。この場合、医療機関は、被災者から、①氏名、②生年月日、③住所、

の確認をしなければなりません（制度によってはこれ以外の確認事項もあります）。

（3） 次の要件を満たす被災者は、一部負担金等が支払猶予となり、窓口負担は発生

しません。この場合、医療機関は、当面、5月分までは 10 割分を保険請求するこ

とになります。

①　対象者

次のアとイのいずれにも該当する被災者

ア　次に掲げる被災地域に住所を有する被保険者・被扶養者。地震の発生以後、

被災地域から他の市町村に転入した場合も含みます。

岩手県 全 34 市町村

宮城県 全 35 市町村

福島県 全 59 市町村

青森県 八戸市、上北郡おいらせ町

茨城県

水戸市、日立市、土浦市、石岡市、龍ヶ崎市、下妻市、常総市、常陸太田
市、高萩市、北茨城市、笠間市、取手市、牛久市、つくば市、ひたちなか
市、鹿嶋市、潮来市、常陸大宮市、かすみがうら市、桜川市、神栖市、行
方市、鉾田市、つくばみらい市、小美玉市、東茨城郡（茨城町、大洗町、
城里町）、那珂郡東海村、久慈郡大子町、稲敷郡（阿見町、美浦村、河内
町）、那珂市、筑西市、稲敷市、北相馬郡利根町

栃木県
宇都宮市、小山市、真岡市、大田原市、矢板市、那須烏山市、さくら市、
那須塩原市、芳賀郡（益子町、茂木町、市貝町、芳賀町）、塩谷郡高根沢町、
那須郡（那須町、那珂川町）

千葉県
旭市、香取市、山武市、山武郡九十九里町、千葉市美浜区、習志野市、我
孫子市、浦安市

イ　次のいずれかの申し立てをした被災者

支払猶予の期間

住家の全半壊、全半焼又はこれに準ずる被災をした旨 ５月末日まで

主たる生計維持者が死亡し、又は重篤な傷病を負った旨 ５月末日まで

主たる生計維持者の行方が不明である旨 ５月までのうち主たる生計維持
者の行方が明らかとなるまで

主たる生計維持者が業務を廃止し、又は休止した旨 ５月末日まで

主たる生計維持者が失職し、現在収入がない旨 ５月末日まで

原子力災害対策特別措置法の規定による、避難のため
の立退き又は屋内への退避に係る内閣総理大臣の指示
の対象地域であるため避難又は退避を行っている旨

５月までのうち、指示が解除
されるまで

②　資格確認・診療録への記載

ア　被保険者証により住所が被災地であることを確認します。

イ　被保険者証が提示できない場合には、次の事項を診療録に記録しておかな

ければなりません。

健康保険・船員保険の被保険者・被扶養者 ①氏名、②生年月日、③被保険者の勤務
する事業所名、④住所、⑤連絡先

市町村国保・後期高齢者医療の被保険者 ①氏名、②生年月日、③住所、④連絡先

国民健康保険組合の被保険者 ①氏名、②生年月日、③住所、④連絡先、
⑤組合名

ウ　被保険者証提示の有無にかかわらず、支払猶予の申し立て内容を診療録の

備考欄に簡潔に記載しておく必要があります。

③　支払猶予の対象となる負担金

一部負担金、入院時食事療養標準負担額、入院時生活療養標準負担額、保険

外併用療養に係る自己負担額

④　支払猶予後の取扱い

ア　支払猶予を行った医療機関は、患者負担額を含めて 10 割分を審査支払機関

へ請求します。

イ　一部負担金については、国保・後期高齢者医療は、被保険者からの申請を

待つことなく保険者の判断により免除となります。それ以外の保険者に対し

ては、各保険者において減免・猶予するよう保険局より依頼する予定となっ

ています。

ウ　入院時食事療養標準負担額、入院時生活療養標準負担額、保険外併用療養

に係る自己負担については、保険者において免除とすることを可能にするた

めの立法措置が検討されています。

⑤　診療報酬請求方法

被保険者証を確認できないまま保険診療を行った場合、また、一部負担金の支払

いを受けなかった場合のレセプト記載方法については、厚労省から３月 29日付で事

務連絡が出されました。以下にその原文を抜粋して紹介しておきます。なお、レセ

プト電子請求を行っている医療機関における、保険者が特定できない者等に係る診

療報酬明細書等については、電子レセプトによる請求ではなく紙レセプトにより請

求します。ただし、紙レセプトの出力が困難な場合には電子レセプトにより請求す

ることも差し支えないとされています。

＜被保険者証等を保険医療機関に提示せずに受診した者に係る請求の取扱い＞

ア　保険医療機関においては、受診の際に確認した被保険者の事業所等や過去

に受診したことのある医療機関に問い合わせること等により、また、窓口で

確認した事項等により、可能な限り保険者等を記載する。

イ　保険者を特定した場合、当該保険者に係る保険者番号を診療報酬明細書の

所定の欄に記載する。被保険者証の記号・番号が確認できた場合は、当該記

号・番号を記載することとし、当該記号・番号が確認できない場合は、明細

書の欄外上部に赤色で不詳と記載する。

＜電子レセプトの留意事項（保険者を特定した場合で、被保険者証の記号・番号が

確認できない場合）＞
○　被保険者証の「保険者番号」を記録する
○　被保険者証の「記号」は記録しない
○　「番号」は「999999999（９桁）」を記録する
○　摘要欄の先頭に「不詳」を記録する
○　保険者番号が不明な場合には、「保険者番号」は「99999999（８桁）」を記録

し、摘要欄に住所又は事業所名、患者の連絡先を記録する。

ウ　保険者を特定できないものは、住所又は事業所名、患者の連絡先について、

診療報酬明細書の欄外上部に記載し、当該明細書について、国保連へ提出す

る分、支払基金へ提出する分、それぞれについて別に束ねて請求する。なお、

請求において、国民健康保険の被保険者である旨、国民健康保険組合の被保

険者である旨及び後期高齢者医療の被保険者である旨を確認した者に係るも

のについては国保連に、被用者保険の被保険者等である旨を確認した者に係

るものについては支払基金に請求するものとする。また、支払基金か国保連

のいずれに提出するべきか不明なレセプトについては、保険医療機関におい

て、可能な限り確認した上で、個別に判断し、いずれかに提出する。

＜電子レセプトの留意事項（保険者を特定できない場合）＞
○　「保険者番号」は「99999999（８桁）」を記録する
○　被保険者証の記号・番号が確認できた場合は記号・番号を記録する
○　被保険者証の記号・番号が確認できない場合は上記と同様に、
　●　「記号」は記録しない
　●　「番号」は「999999999（９桁）」を記録する
　●　摘要欄の先頭に住所又は事業所名、患者の連絡先を記録する

エ　保険者が特定できない場合の診療報酬請求書の記載方法については、国保

連分は、当該不明分につき診療報酬請求書を作成する方法（通常通り、国保

分と後期高齢者分を区分してそれぞれ請求書を作成すること）で、支払基金

分は、診療報酬請求書の備考欄に未確定分である旨を明示し、その横に一括

して所定事項（件数、診療実日数及び点数等）を記載する。

＜医療機関の窓口において一部負担金の支払いを猶予したものに関する取扱い＞

ア　一部負担金等の支払いを猶予された者については、当該猶予措置等の対象

となる診療報酬明細書と猶予措置等の対象とならない明細書を別様にして請

求する。

イ　猶予措置等に係る明細書については、明細書の欄外上部に赤色で災１と記

載するとともに、同一の患者について、猶予措置等に係る明細書と猶予措置

等の対象とならない明細書がある場合には、双方を２枚１組にし、通常の明

細書とは別に束ねて提出する。

ウ　同一の患者について、猶予措置等に係る診療等とそれ以外の診療等を区別

することが困難な明細書については、赤色で災２と記載することとし、震災

以前の診療に関する一部負担金等の額を摘要欄に記載する。

エ　「一部負担金」欄については、「支払猶予」の字句をマルで囲む。

＜電子レセプトの留意事項（一部負担金を徴収しなかった場合）＞

・　上記において、「明細書の欄外上部に赤色で災１と記載する」とされているもの
については、「レセプト共通レコードの「レセプト特記事項に「96」、保険者レコー
ドの「減免区分」に「３：支払猶予」、摘要欄の先頭に「災１」と記録する」こと。

・　上記において、「 災２と記載する」とされているものについては、「レセプト共
通レコードの「レセプト特記事項」に「97」、保険者レコードの「減免区分」に
「３：支払猶予」、摘要欄の先頭に「災２」と記録する」こと。

3月 11日の東日本大震災により被災された方が、全国各地に避難をされています。石川県の保険医療機関においても、被災された患者さんの診療を行う
機会も増えてくると思われます。以下に3月31日時点で厚労省から出されている事務連絡通知等をもとに、被災者に係る保険診療の留意点をまとめました。

 東日本大震災による被災者に係る窓口取扱い等について 東日本大震災による被災者に係る窓口取扱い等について 東日本大震災による被災者に係る窓口取扱い等について 
2011年3月31日現在 2011年3月31日現在 
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理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

時
間
い
っ
ぱ
い
の
質
疑
応
答
で

日
常
診
療
に
お
け
る
糖
尿
病
治
療
と
イ
ン
ス
リ
ン
導
入
 

第
十
六
回
何
で
も
学
術
！
 

な
ん
で
も
回
答
?
 

よ
ろ
ず
勉
強
会
 

第
十
六
回
「
何
で
も
学
術
！

な
ん
で
も
回
答
？　

よ
ろ
ず
勉

強
会
」
が
、
三
月
二
十
三
日
金

沢
都
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
金
沢
市
保
古
町

で
ご
開
業
の
永
井
幸
広
先
生
に

レ
ク
チ
ャ
ー
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
永
井
先
生
が
糖
尿
病
の
専

門
家
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら

紹
介
す
る
必
要
も
な
い
く
ら
い

で
す
が
、
当
日
は
「
日
常
診
療

に
お
け
る
糖
尿
病
治
療
と
イ
ン

ス
リ
ン
導
入
」
と
い
う
演
題
で

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

講
演
の
内
容
は
、
糖
尿
病

治
療
の
現
状
に
始
ま
り
、
イ
ン

ス
リ
ン
導
入
の
際
の
問
題
点
、

イ
ン
ス
リ
ン
量
を
決
め
る
具
体

的
方
法
と
そ
の
注
意
点
、
イ
ン

ス
リ
ン
自
己
注
射
を
指
導
す
る

際
の
留
意
点
、
さ
ら
に
は
導
入

後
の
患
者
さ
ん
の
心
理
的
・
経

済
的
負
担
に
至
る
ま
で
多
岐
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

最
新
の
知
見
と
豊
富
な
自
験
症

例
を
も
と
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

糖
尿
病
の
専
門
家
で
も
良
好

な
コ
ン
ト
ー
ル
と
な
っ
て
い
る

患
者
さ
ん
の
割
合
は
三
割
そ
こ

そ
こ
で
あ
る
こ
と
、
イ
ン
ス
リ

ン
を
用
い
る
際
に
は
血
糖
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
現
在
の
血
糖

を
規
定
し
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン

す
な
わ
ち
責
任
イ
ン
ス
リ
ン
を

常
に
念
頭
に
置
く
こ
と
、
経
口

糖
尿
病
薬
で
効
果
不
十
分
な
患

者
さ
ん
に
対
す
る
イ
ン
ス
リ
ン

導
入
に
は
、
ま
ず
持
効
型
イ
ン

ス
リ
ン
を
用
い
て
そ
れ
に
超
速

効
型
イ
ン
ス
リ
ン
を
付
加
す
る

方
法
が
有
用
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
示
さ
れ
、
糖
尿
病
専
門
医
以

外
の
医
療
者
に
も
大
変
に
分
か

り
や
す
い
内
容
で
し
た
。

内
容
の
詳
細
を
こ
こ
で
す
べ

て
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
と
て
も

で
き
ま
せ
ん
が
、
本
紙
次
号

（
五
月
十
五
日
発
行
）
に
講
演

要
旨
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
も
大
変

活
発
な
も
の
と
な
り
、
食
事
療

法
や
運
動
療
法
に
関
す
る
具
体

的
な
注
意
や
経
口
糖
尿
病
薬
の

使
い
方
な
ど
、
時
間
い
っ
ぱ
い

ま
で
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

今
回
は
、
国
難
と
も
言
う
べ

き
未
曾
有
の
大
災
害
の
直
後
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
十
六
人
の
先

生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
当
協
会
で
は
日
常

診
療
の
場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
内

容
を
こ
の
「
よ
ろ
ず
勉
強
会
」

で
引
き
続
き
取
り
上
げ
て
い
く

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

囲

解
答

碁6
4

5

7

3 2
1

イ
 

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
の
ホ
ウ
リ
コ
ミ
が
好
手
。
白
2

に
黒
3
か
ら
5
、
7
で
白
死
で
す
。
黒

1
で
先
に
3
は
白
イ
黒
1
白
5
で
失
敗
。

白
2
で
3
な
ら
黒
2
。
ま
た
白
2
で
5

も
黒
2
で
白
死
で
す
。
 

「
数
独
」
の
解
答

６
＋
３
で
、答
え
は「
９
」

（
問
題
8
面
）

講演終了後、フロアからたくさんの質問が寄せられ、充実した
よろず勉強会になった　　　　　　 （3月23日・金沢都ホテル）

大震災に伴い炉心溶融を伴う大原発事故が起きてしまった。政府は事故発生

初期には身体に与える放射線量から、安全性を連呼していた。しかし、作業中

の労働者の急性放射線障害が発覚後、本来、作業員の危険性を回避するための

年間の被ばく可能線量の引き上げが行われ、原発建屋の安全報道も陰をひそめ

た。一方、インターネット上で、元作業員原発内での通常の定期点検において

日常的に被ばくしている実態を内部告発した文章や、原発反対運動家ではない

多くの有識者による原子力発電の危険性を指摘する記述が増加している。

そもそも、今回の震災は想定外ではなかった。想定外は大津波だけである。

そして福島原発事故は明らかに人災である。

2008 年 9 月金沢で日本科学者会議第 30 回原子力発電問題全国シンポジウム

が開催された。能登半島地震直後に全国規模で原子力発電に関する問題点が検

討された重要な会議であった。

冒頭、野口邦和氏（日本大学歯学部）は歴史的背景として第一回原子力発電

問題シンポジウムにて提起された以下の原子力発電に関する６項目の点検基準

は単なる反原発、脱原発に陥ることなく、現在なお正しい原子力の在り方を模

索するための重要な視点であるとした。

１．自国に根ざした自主的なエネルギー開発なのか否か。

２．経済優先の開発なのか、安全優先の開発なのか。

３．自主的民主的な地域開発を損なわないか否か。真に住民のための地域開発

なのか否か。

４．軍事利用転用の歯止めは十分に保障されているか否か。

５．労働者と地元住民の生活と安全を保障し、環境を保全するに足る十分な歯

止めが保障されているか否か。

６．民主的な原子力行政が実態として保障されているか否か。

そして、この評価基準から公正な判断として、現状は核エネルギー利用は軍

事利用が平和利用を凌駕している。核兵器廃絶を追求するとともに、トータル

システムとしての安全性の追求を徹底すべきと提案した。また、深尾正之氏

（元静岡大学工学部）は、北陸電力の志賀 1号機と東京電力の福島第一原発３

号機の即発臨界事故隠蔽事例を類型として紹介した。いずれも法定点検時に安

全警報装置を外し手動作業をしている時起きた事故であった。

また、地震と原子力発電の立地について、立石雅昭氏（新潟大学理学部）は

日本の全地域に活断層があり、アメリカ合衆国の原発立地条件では建設は不可

能であるという事実、日本の耐震審査基準が 2006 年に緩和され、原発の耐震

安全面での後退を指摘。児玉一八氏（原発問題住民運動石川県連絡センター事

務局長）は、志賀原発の立地段階での耐震基準ねつ造の疑いを指摘。能登半島

地震において耐震基準を上回る地震動の加速度が記録されたことを報告した。

原発事故は、起きるべくして起きた。

では、いったい、今何ができるだろうか。われわれは、原爆症を通して数々

の事実を学んできた。放射線障害は、急性障害と晩発障害に分けられる。特に

後者については、正確な知見に乏しく、累積発がん率の危険性は決して過小評

価できない。そうしたことのすべてをきちんと国民に伝えなければならない。

それこそが、議論の出発点である。

起きるべくして起きた原発事故 
理事　西川　忠之（能美市・泌尿器科） 

東日本 
大震災 

緊 　 急  
講 演 会  

講　　師 

と　　き 

コメンテーター 

福島第一原発事故で 
どんなことが起こっているのか 

児玉 一八さん 
核・エネルギー問題情報センター理事 
医学博士・理学修士 

服部 真 石川県保険医協会理事 

参加申し込み ： 電話・FAX・メールでお申し込み下さい。 主催／石川県保険医協会 

２０１１年４月２８日（木）午後７時～９時 
と こ ろ 近江町交流プラザ４階集会室 

（金沢市青草町８８　電話：076-260-6722） 

参加対象 関心のある方ならどなたでも 参 加 費 無料 

近江町いちば館の 
駐車場は 
午後5時以降 
無料です。 
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ジ
ャ
パ
ン
）、
薬
害
肝
炎
は
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー

マ
（
旧
ミ
ド
リ
十
字
、
現
田
辺
三
菱
製
薬
）、
ベ

ネ
シ
ス
（
田
辺
三
菱
製
薬
の
子
会
社
）、
日
本
製

薬
（
武
田
薬
品
の
連
結
会
社
）
で
す
。

田
辺
三
菱
製
薬
は
多
く
の
事
件
で
主
役
を
演
じ

て
い
ま
す
が
、
会
社
紹
介
の
Ｈ
Ｐ
に
は
薬
害
事
件

の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
社
も
同
様
で
、
薬
害

が
製
薬
業
界
の
教
訓
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま

せ
ん
。

医
療
事
故

国
会
図
書
館
社
会
労
働
課
の
「
医
療
事
故

の
現
状
と
課
題
」（http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/

data/publication/issue/0433.pdf

）
に
よ
れ

ば
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
医
療
事
故
の
民
事
訴
訟

は
八
〇
〇
件
以
上
、
警
察
へ
の
届
け
出
は
百
件
以

上
で
す
。
特
定
機
能
病
院
か
ら
厚
労
省
へ
、
一
年

間
で
二
万
件
以
上
の
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
報
告
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

米
国
の
医
療
事
故
は
年
間
四
〜
十
万
件
と
さ
れ

て
お
り
、
発
生
率
が
同
じ
な
ら
日
本
で
は
年
間

二
万
件
以
上
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
の
過
失
や
法
的
責
任
は
様
々
で
す

が
、
事
故
の
原
因
に
は
共
通
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
や
組
織
の
問
題
が
あ
り
、
多
発
の
背
景
に
は

安
全
教
育
や
安
全
管
理
の
遅
れ
、
医
療
従
事
者
の

過
密
・
過
重
労
働
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
害
・
医
原
性
肝
炎
は

が
ん
死
亡
率
地
域
差
の
一
因

長
野
県
の
が
ん
死
亡
率
（
七
十
五
歳
未
満
年
齢

調
整
）
は
全
国
最
低
で
、
肝
が
ん
の
死
亡
率
が
全

国
平
均
の
半
分
以
下
で
す
（
図
）。

地
域
別
の
肝
が
ん
死
亡
率
は
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
陽
性

率
と
相
関
し
、
医
療
圏
別
の
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
陽
性
率

は
輸
血
お
よ
び
ガ
ラ
ス
製
注
射
器（
洗
浄
・
消
毒
し

て
繰
り
返
し
使
用
）
に
よ
る
静
脈
注
射
の
頻
度
と

強
く
関
連
し
て
い
ま
す（
地
域
が
ん
登
録
全
国
協

議
会
、http://w

w
w
.jacr.info/publicication/

P
ub/m

_08/08_sym
p_3.pdf

）。

肝
が
ん
や
Ｃ
型
肝
炎
の
大
部
分
が
医
原
病
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

医
師
や
専
門
家
の
責
任

血
友
病
専
門
医
の
安
部
元
帝
京
大
学
副
学
長
は

薬
害
エ
イ
ズ
事
件
で
業
務
上
致
死
罪
に
問
わ
れ

（
認
知
症
に
よ
り
公
判
停
止
）、
東
京
高
裁
は

「
無
罪
に
す
べ
き
明
ら
か
な
場
合
に
当
た
ら
な

い
」
と
の
見
解
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

医
師
や
医
療
機
関
は
、
薬
や
医
療
行
為
の
危

険
性
に
つ
い
て
、
国
や
製
薬
会
社
か
ら
正
し
い

情
報
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
被
害
者
で
も
あ
り

ま
す
が
、
自
ら
正
し
い
情
報
を
入
手
し
患
者
に

知
ら
せ
る
努
力
を
怠
り
、
直
接
患
者
に
危
険
物

を
投
与
し
た
加
害
者
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ

と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

医
療
や
薬
の
二
面
性

医
療
や
薬
に
は
二
種
類
の
二
面
性
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
効
果
と
副
反
応
と
い
う
二
面
性
、
も

う
一
つ
は
本
当
に
必
要
な
人
に
限
定
し
て
使
う
希

少
な
社
会
資
本
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
利
益

の
た
め
に
た
く
さ
ん
売
ろ
う
と
す
る
商
品
と
し
て

の
二
面
性
で
す
。

国
に
は
薬
や
医
療
を
監
視
し
規
制
す
る
か
か
わ

り
と
産
業
と
し
て
育
成
す
る
か
か
わ
り
が
あ
り
、

医
師
も
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
の
よ
う
な
医
の
倫

理
や
良
心
と
医
療
機
関
の
経
営
や
製
薬
会
社
な
ど

か
ら
の
寄
付
や
助
成
に
対
す
る
思
惑
が
あ
り
ま

す
。

薬
害
や
医
原
病
の
再
発
を
防
ぐ
仕
組
み
は

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

薬
害
や
医
療
事
故
は
「
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
こ
と
で
は
な
く
、「
常
に
あ
り
う
る
こ
と
」

と
し
て
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
正
し
い
リ
ス
ク
評
価
を
妨
げ
る

利
益
相
反
を
防
ぐ
に
は
、
製
薬
メ
ー
カ
ー
や
医
療

機
関
な
ど
か
ら
独
立
し
て
、
安
全
の
た
め
の
正
し

い
情
報
を
収
集
し
周
知
す
る
機
関
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
本
は
世
界
の
中
で
飛
び
抜
け
て
薬
の

使
用
量
が
多
く
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
大
半
、

抗
菌
薬
の
!/4
が
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

（h
ttp
://m

ed
ical.rad

ion
ik
k
ei.jp

/ab
b
ott/

final/pdf/050715.pdf

）。
ま
た
医
師
や
看
護
職

員
一
人
あ
た
り
の
患
者
数
も
欧
米
の
数
倍
で
す
。

薬
の
大
量
使
用
や
過
重
な
医
療
労
働
を
抜
本
的

に
改
善
す
る
た
め
、
医
療
の
あ
り
方
の
見
直
し
も

必
要
で
す
。

薬
害
や
医
療
事
故
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
る
度
に
、
製
薬
会
社
や
国
、
医
療
機
関
が
謝
罪

し
再
発
防
止
を
誓
い
ま
し
た
が
、
同
様
の
問
題
が
後
を
絶
た
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
教

訓
は
う
け
つ
が
れ
て
い
る
か
、
医
療
や
薬
事
行
政
は
改
善
さ
れ
た
か
、
検
証
し
ま
す
。

リスクアセスメント コラム 

環境や労働安全衛生などの危険性や有害性を評価し改善する手
法で、継続的改善活動PDCA（Plan Do Check Act）サイクルの中心
部です。 
重要なポイントは、①危険性や有害性をあるかないかの2値で考える

のではなく、より大きいか小さいかという順序で考え、小さなリスクは許容
し、大きなリスクを優先的になくす対策を実施すること、②被害を受ける
可能性のある人すべてを対象にして、当事者が評価に参加することです。 
対策は、まず危険・有害源を減らし限局化する本質安全対策を優先

して、残ったリスクについて情報提供と研修・教育をします。一度実行
して終わりではなく、１年以内毎に再評価し、改善をくり返すしくみづくり
が大切です。 

の 服 部 真 理事 
（金沢市・産業医療科） 第16回 

薬
害
・
医
療
事
故 
薬
害
・
医
療
事
故 

薬
害
の
歴
史
と
主
な
事
件
の
概
要

こ
れ
ま
で
日
本
で
発
生
し
た
薬
害
は
、
主
な
事

件
だ
け
で
も
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
（
キ
ノ

ホ
ル
ム
）、
大
腿
四
頭
筋
短
縮
症
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
、

薬
害
エ
イ
ズ
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
、
ソ
リ
ブ
ジ
ン
、

薬
害
ヤ
コ
ブ
、
血
液
製
剤
や
予
防
注
射
に
よ
る
肝
炎
、

イ
レ
ッ
サ
に
よ
る
間
質
性
肺
炎
等
が
あ
り
ま
す
。

つ
わ
り
症
状
を
緩
和
す
る
と
し
て
販
売
さ
れ
た

睡
眠
薬
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
服
用
し
た
妊
婦
か

ら
、
四
肢
の
奇
形
を
も
つ
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

米
国
で
は
認
可
さ
れ
ず
、
被
害
者
は
治
験
段
階
の

約
十
人
に
留
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
諸
外
国
が

回
収
し
た
後
も
販
売
が
続
け
ら
れ
、
被
害
が
三
百

人
以
上
に
拡
大
し
ま
し
た
。 

一
九
七
四
年
に
国
及

び
大
日
本
製
薬
と
和
解
し
ま
し
た
。

ス
モ
ン
（
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
）
は
整
腸
剤
キ
ノ
ホ
ル
ム

に
よ
っ
て
生
じ
た
亜
急
性
脊
髄
視
神
経
末
梢
神
経

障
害
（
腹
痛
と
下
痢
、
四
肢
の
し
び
れ
や
痛
み
、

視
力
障
害
や
膀
胱
・
発
汗
障
害
な
ど
の
自
律
神
経

障
害
、
性
機
能
障
害
）
で
す
。
米
国
で
は
適
応
症

が
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の
み
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

日
本
で
は
下
痢
止
め
と
し
て
適
応
が
拡
大
さ
れ
た

た
め
、
被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
一
九
七
九
年
に

原
告
七
千
五
百
名
以
上
が
国
・
製
薬
会
社
と
和
解

し
（
補
償
額
約
千
四
百
三
十
億
円
）、
薬
事
法
が

改
正
さ
れ
、
副
作
用
被
害
者
救
済
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
汚
染
さ
れ
た
血
液
凝
固
因
子
製
剤
を

投
与
さ
れ
た
血
友
病
患
者
の
約
四
割
に
あ
た
る

千
八
百
人
が
感
染
し
、
こ
れ
ま
で
に
約
四
百
人
以

上
が
死
亡
し
ま
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
不
活
化
し
た
加

熱
製
剤
が
開
発
さ
れ
た
後
も
、
日
本
で
は
二
年
以

上
も
非
加
熱
製
剤
を
使
い
続
け
た
た
め
に
、
被
害

が
拡
大
し
ま
し
た
。
一
九
九
六
年
当
時
の
菅
直
人

厚
生
大
臣
が
謝
罪
し
、
和
解
し
ま
し
た
。

手
術
や
出
産
の
際
に
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
に
汚
染
さ
れ
た
血
液
製
剤
を
投
与
さ

れ
た
患
者
が
肝
炎
や
肝
が
ん
を
発
症
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
に
国
と
和
解
し
、
二
〇
〇
八
年
薬
害

肝
炎
救
済
法
、
二
〇
〇
九
年
肝
炎
対
策
基
本
法
が

成
立
し
ま
し
た
。　

乳
幼
児
期
の
集
団
予
防
接
種
の
際
に
、
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
被
害
者
は
四
十
万
人
を

超
え
る
と
さ
れ
（
厚
生
労
働
省
の
推
計
、http://

w
w
w
.n
d
l.g
o.jp
/jp
/d
ata/p

u
b
lication

/issu
e/

pdf/0702.pdf

）、
現
在
、
和
解
協
議
中
で
す
。

一
九
五
三
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
警
告
を
発
し
た
後
も
、

日
本
で
は
一
九
八
八
年
ま
で
注
射
器
の
使
い
回
し

が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。

薬
害
に
関
わ
っ
た
製
薬
メ
ー
カ
ー

キ
ノ
ホ
ル
ム
は
大
日
本
製
薬
（
現
大
日
本
住
友

製
薬
）、
ス
モ
ン
は
武
田
薬
品
、
日
本
チ
バ
ガ
イ

ギ
ー
（
現
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
）、
田
辺
製
薬
（
現
田

辺
三
菱
製
薬
）、
薬
害
エ
イ
ズ
は
ミ
ド
リ
十
字
（
現

田
辺
三
菱
製
薬
）、
化
学
及
血
清
療
法
研
究
所
、

バ
ク
ス
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
日
本
ト
ラ
ベ
ノ
ー
ル
）、

日
本
臓
器
製
薬
、
バ
イ
エ
ル
薬
品
（
旧
カ
ッ
タ
ー

図　都道府県別75歳未満肝臓がん年齢調整死亡率（2009年） 
がん情報サービス（http://ganjoho.ncc.go.jp/data/public/statistics/backnumber/2010/files/fig19.pdf）より、引用（3月6日） 
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県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

県内病院の
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理
事
　
大
川
　
義
弘
（
金
沢
市
・
内
科
） 

紹
介
率
・
逆
紹
介
率
と
も
に
五
〇
％ 

紹
介
率
・
逆
紹
介
率
と
も
に
五
〇
％ 

地
域
医
療
支
援
病
院
を
目
指
し
て 

地
域
医
療
支
援
病
院
を
目
指
し
て 

地
域
医
療
支
援
病
院
を
目
指
し
て 

石
川
県
立
中
央
病
院
（
以

下
、
県
中
と
略
）
の
地
域
医
療

連
携
室
訪
問
は
、
三
月
十
七
日

の
午
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
問
中
、「
政
策
医
療
」
と

い
う
言
葉
が
何
度
か
語
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
、
県
中
は
、
が

ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗

塞
、
糖
尿
病
の
四
疾
病
と
救

急
、
小
児
、
周
産
期
、
災
害
、

へ
き
地
の
五
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

県
中
は
、
現
在
地
に
一
九
七

六
年
に
移
転
し
て
三
十
四
年

た
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
医

療
活
動
を
展
開
す
る
べ
く
、
新

病
院
建
設
に
向
け
て
基
本
計
画

作
製
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

多
忙
の
久
保
副
院
長
は
じ
め
、

地
域
医
療
連
携
室
長
の
熊
橋
脳

外
科
診
療
部
長
、
保
蔵
地
域
医

療
連
携
室
次
長
、
山
崎
看
護
副

部
長
、
山
下
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
お
り
も

お
り
東
日
本
大
震
災
支
援
の
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
一
員
と
し
て
参
加
し

て
帰
っ
た
ば
か
り
の
橋
本
さ
ん

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。県

中
の
地
域
医
療
連
携
の
特

徴
を
一
言
で
言
え
ば
、
入
院
は

日
常
の
医
療
活
動
の
中
で
受
け

入
れ
（
基
本
断
ら
ず
受
け
入
れ

る
、
入
院
の
判
断
は
医
師
）、

退
院
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
中

で
医
師
の
努
力
、
相
談
室
の
対

応
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
入
院
は
、
県
中

に
電
話
す
る
と
各
担
当
科
か
救

急
に
つ
な
が
り
、
基
本
ど
う
ぞ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私

も
何
度
か
救
急
で
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
そ
の
点
は
ス
ム
ー
ズ

で
し
た
。

当
日
、
唯
一
い
た
だ
い
た
資

料
は
、「
開
放
病
床
利
用
実
績
」

の
表
で
し
た
。
二
〇
一
〇
年
十

月
よ
り
十
四
床
に
増
床
し
、
利

用
登
録
医
は
四
十
三
人
と
の
こ

と
で
し
た
。
病
床
利
用
率
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
〇
年

上
半
期
は
二
二
・
三
％
、
下
半

期
は
四
八
・
一
％
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
登
録
医
は
二
〇
一
一

年
三
月
一
日
現
在
で
百
八
十
六

医
療
機
関
、
二
百
二
人
で
し

た
。
玄
関
の
入
っ
た
と
こ
ろ
に

登
録
医
療
機
関
の
掲
示
が
あ

り
、
待
合
室
の
一
角
に
は
登
録

医
の
医
院
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。

紹
介
率
・
逆
紹
介
率
と
も
に

五
〇
％
で
、
地
域
医
療
支
援
病

院
を
目
指
し
て
は
い
る
が
、
ま

だ
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
入
院

は
、
予
約
入
院
が
六
六
％
で
、

緊
急
入
院
が
三
四
％
と
の
こ
と

で
し
た
。

入
院
時
に
お
け
る
診
療
所
側

か
ら
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
最
近
多
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

品
名
だ
と
何
の
薬
か
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
、
緊
急
の
時
に

タ
イ
ム
ラ
グ
が
で
き
る
の
で
、

効
能
を
記
し
た
薬
説
明
書
な
ど

を
付
け
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

要
介
護
状
態
の
高
齢
者
の
入

院
は
、
急
性
期
疾
患
対
応
が
必

要
な
方
は
基
本
的
に
受
け
入
れ

て
い
ま
す
が
、
急
性
期
治
療
の

中
で
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
移
動
作
の
低

下
が
起
き
る
こ
と
も
多
く
、
自

宅
退
院
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
す

ぐ
籍
が
無
く
な
っ
た
り
し
て
、

入
院
前
の
入
居
さ
れ
て
い
た
施

設
に
戻
れ
な
い
こ
と
も
多
々
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
キ
ュ
ア

が
優
先
さ
れ
る
急
性
期
で
も
、

ケ
ア
（
リ
ハ
含
む
）
の
提
供
と

急
性
期
後
の
短
期
集
中
ケ

ア
と
で
も
い
う
べ
き
、
後

方
機
能
の
充
実
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

連
携
し
や
す
い
診
療
所

は
、
そ
こ
の
医
師
の
顔
が

見
え
て
い
て
、
そ
の
専
門

性
も
分
か
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
金
沢
市
医

師
会
の
「
病
診
連
携
の
た

め
の
病
院
・
診
療
所
機
能

一
覧
」
で
、
一
応
は
金
沢

市
内
の
診
療
所
医
師
の
専

門
性
も
分
か
り
ま
す
が
、

県
内
を
網
羅
し
た
も
の
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。
金

沢
市
医
師
会
の
八
連
区
の

催
し
に
は
、
病
院
側
か
ら

も
出
席
し
、
顔
の
見
え
る
連
携

づ
く
り
に
心
が
け
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
病
診
連

携
の
み
な
ら
ず
、
病
病
連
携
の

強
化
も
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
病
院
の
機
能
分
化
、

役
割
分
担
の
面
で
、
重
要
な
課

題
と
感
じ
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
九
月
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
病
歴
管
理
部
と
地
域

医
療
連
携
室
を
ワ
ン
フ
ロ
ア
化

し
、
県
内
各
地
の
病
院
や
、
か

か
り
つ
け
医
と
の
紹
介
・
逆
紹

介
を
通
し
て
、
連
携
を
強
化
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
平

成
二
十
三
年
度
に
は
医
療
情
報

部
と
し
て
さ
ら
に
整
備
し
、
現

場
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に

か
か
る
負
担
の
軽
減
を
図
る
予

定
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
医
療
職
側
が
業
務
を
担
っ

て
い
る
と
い
う
印
象
で
し
た
。

『
病
院
マ
ッ
プ
』
が
役
立
っ

て
お
り
、
も
っ
と
無
料
配
布
部

数
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
前
向
き

に
検
討
し
た
い
と
思
い
つ
つ
、

取
材
を
終
え
ま
し
た
。

1976年に新築移転して34年の県立中央病院

取材に応じていただいた県立中央病院の皆さん

保険医協会取材班

県立中央病院の地域医療連携室

夕刻の待合室

待合室の一画には「開放病床利用登録医案内」や
登録医の案内リーフレットなどが展示されている
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【第１回】 
私がキューバ医療を視察に行ったわけ 

斉藤典才医師の 
さい  とう  のり  とし 

斉藤　典才（金沢市・外科） 

12回シリーズ 

日
本
で
は
医
療
崩
壊
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し

い
で
す
が
、
一
向
に
打
開
策
は

見
え
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
や
国

の
方
針
に
合
理
的
な
方
向
性
が

定
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
国
民
誰
し
も
「
安
心
し

て
か
か
れ
る

医
療
制
度
」

を
望
ん
で
い

る
一
方
で
、

政
府
は
消
費

税
率
ア
ッ
プ

と
社
会
保
障

費
抑
制
を
企

ん
で
い
ま

す
。
日
本
の

医
療
制
度
や

社
会
保
障
制

度
の
参
考
と

す
る
た
め

に
、
北
欧
の

制
度
を
紹
介
し
た
レ
ポ
ー
ト
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
キ
ュ
ー

バ
の
そ
れ
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
七
年
に
公
開
さ
れ
た

映
画
「
シ
ッ
コ
」
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
マ
イ
ケ
ル

ム
ー
ア
監
督
が
、
ア
メ
リ
カ
の

医
療
制
度
は
病
気
（sicko

）

だ
と
、
徹
底
的
に
こ
き
下
ろ
し

た
映
画
で
し
た
。
事
故
で
手
の

指
を
二
本
切
断
し
た
大
工
さ
ん

が
登
場
、
病
院
を
受
診
し
「
薬

指
を
接
合
す
る
の
に
一
・
二
万

ド
ル
、
中
指
を
接
合
す
る
の
に

六
万
ド
ル
か
か
り
ま
す
が
、
ど

う
し
ま
す
か
？
」
と
言
わ
れ
、

し
ぶ
し
ぶ
「
薬
指
だ
け
繋
い
で

く
だ
さ
い
」
と
決
断
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
が
な
く
支
払
い
能

力
が
な
い
と
分
か
っ
た
老
人
女

性
を
、
入
院
中
で
あ
る
病
院
職

員
が
車
で
連
れ
出
し
、
路
上
に

放
置
し
て
き
た
シ
ー
ン
も
印
象

的
で
し
た
。
そ
う
し
た
ア
メ
リ

カ
の
悲
惨
な
医
療
制
度
の
背
景

に
あ
る
の
は
、
利
益
率
ア
ッ
プ

を
目
標
に
す
る
民
間
保
険
会
社

が
あ
り
、
彼
ら
か
ら
高
額
な
献

金
を
受
け
取
り
、
彼
ら
に
有
利

な
法
律
を
通
し
て
い
く
政
治
家

た
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
保
険

会
社
に
天
下
り
、
さ
ら
な
る
私

腹
を
こ
や
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

一
方
、
そ
の
対
極
と
し
て
無

償
か
無
償
に
近
い
形
で
医
療
が

提
供
さ
れ
て
い
る
カ
ナ
ダ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
医
療
制

度
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
最
後

に
キ
ュ
ー
バ
が
登
場
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
九
・
一
一
テ
ロ
で

献
身
的
に
救
助
作
業
に
あ
た
っ

た
救
命
員
た
ち
が
呼
吸
器
疾
患

を
患
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
メ

リ
カ
の
医
療
制
度
の
も
と
で
は

満
足
に
救
済
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
マ
イ
ケ
ル
ム
ー
ア
が
こ
の

救
命
員
た
ち
を
ボ
ー
ト
に
乗
せ

て
、
敵
国
で
あ
る
キ
ュ
ー
バ
に

連
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
は

医
師
や
看
護
師
た
ち
が
優
し
い

笑
顔
で
、
無
償
で
治
療
を
施
し

て
く
れ
て
、
薬
も
ア
メ
リ
カ
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
安

さ
で
購
入
で
き
ま
し
た
。
と
て

も
印
象
深
い
映
画
で
し
た
。

そ
の
後
、
吉
田
太
郎
氏
の

『
世
界
が
キ
ュ
ー
バ
医
療
を
手

本
に
す
る
わ
け
』
や
『
世
界
が

キ
ュ
ー
バ
の
高
学
力
に
注
目
す

る
わ
け
』
を
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
。
医
療
と
教
育
は
基
本
的

に
無
料
で
あ
る
こ
と
、
国
民
の

所
得
は
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

平
均
寿
命
は
七
十
八
歳
、
乳
幼

児
死
亡
率
は
米
国
よ
り
低
い
と

の
驚
く
べ
き
成
績
に
、
そ
の
理

由
を
自
分
の
目
で
確
認
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
今
後
十
二
回

の
連
載
の
形
で
報
告
記
事
を
書

き
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
お
付
き

合
い
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

な
お
こ
れ
以
降
の
記
事
に
関

し
て
は
、
私
が
直
接
キ
ュ
ー
バ

の
方
々
か
ら
伺
っ
た
お
話
し
を

中
心
に
進
め
ま
す
が
、
決
し
て

十
分
な
知
識
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
補
う
目
的
で
、
吉

田
太
郎
氏
の
著
書
や
、　

岡
知

和
氏
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ

グ
「
キ
ュ
ー
バ
研
究
室　

sala 

d
e E
stu
d
io sob

re C
u
b
a

」

（h
ttp
:/
/
e
stu
d
io
-c
u
b
a
. 

co
co
lo
g
-n
ifty
. 

c
o
m
/
b
lo
g
/

c
a
t2
0
9
3
9
4
4
6
/

in
d
e
x
.h
tm
l

）   

を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
私
が

キ
ュ
ー
バ
で
直
接

お
話
し
を
伺
っ
た

人
物
は
、
あ
ら
か

じ
め
キ
ュ
ー
バ
国

民

友

好

協

会

（IC
A
P

）

が

選

択
し
た
方
々
で
す

の
で
、
情
報
が

偏
っ
て
い
る
可
能

性
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。

映画「シッコ」のマイケルムーア監督

吉田太郎氏の著書

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

自
分
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
中
学
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
休

日
の
た
び
に
家
族
と
一
緒
に
山
に
出
か
け
、
春
に
は
タ
ケ
ノ

コ
掘
り
に
始
ま
っ
て
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
ウ
ド
、
ミ
ョ

ウ
ガ
な
ど
の
山
菜
採
り
、
秋
に
は
シ
メ
ジ
・
マ
ツ
タ
ケ
・
シ

バ
タ
ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ
狩
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

季
節
も
暖
か
く
な
り
始
め
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
タ
ケ
ノ
コ

掘
り
に
つ
い
て
、
少
々
解
説
し
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
の
種
類
と
し
て
は
、
孟
宗
竹
、
真
竹
、
淡
竹
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
孟
宗
竹
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
の
時
期
と
し
て
は
、
山
に
山
桜
が
咲
く

こ
ろ
が
開
始
の
合
図
で
す
。
必
要
な
道
具
は
、
足
底
が
薄
い

履
物
（
地
下
足
袋
が
一
番
）
と
鍬
、
汗
を
拭
う
タ
オ
ル
、
ク

モ
の
巣
な
ど
を
嫌
う
人
は
帽
子
、
軍
手
、
タ
ケ
ノ
コ
を
入
れ

る
か
ご
、
動
き
や
す
い
服
装
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。
タ
ケ

ノ
コ
は
、
見
た
目
で
分
か
る
く
ら
い
に
な
る
と
大
き
く
な
り

過
ぎ
て
い
て
美
味
し
く
な
い
の
で
、
頭
の
部
分
が
わ
ず
か
に

出
た
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
が
い
い
で
す
。
し
か
し
、
小
さ
い
の

で
と
て
も
見
つ
け
難
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
が
必
要
で

す
。
落
ち
葉
の
中
を
す
り
足
気
味
で
歩
き
、
足
裏
の
感
覚
で

探
す
の
で
す
。
よ
っ
て
、
長
靴
で
は
感
覚
が
伝
わ
り
に
く
い

の
で
難
し
く
な
り
ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
を
見
つ
け
た
ら
、
ま
ず

は
周
り
の
落
ち
葉
な
ど
を
払
い
除
け
、
タ
ケ
ノ
コ
の
頭
先
が

傾
い
て
い
る
方
か
ら
鍬
を
打
ち
込
み
ま
す
。
親
竹
の
地
下
茎

か
ら
切
り
離
す
の
で
す
。
こ
の
時
に
慌
て
て
タ
ケ
ノ
コ
の
近

く
に
鍬
を
打
ち
込
む
と
、
タ
ケ
ノ
コ
が
小
さ
く
切
れ
て
し
ま

う
の
で
も
っ
た
い
な
い
で
す
。
一
般
に
親
竹
か
ら
離
れ
て
二

番
目
、
三
番
目
に
出
て
い
る
タ
ケ
ノ
コ
が
お
い
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
は
、
土
の
中
に
あ
る
と
き
は
黄
土
色
で
す
が
、

頭
を
出
し
始
め
る
と
少
し
緑
色
の
芽
の
よ
う
な
穂
先
に
な
り

ま
す
。
諸
説
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
少
し
穂
先
が
黄
色
の

方
が
エ
グ
ミ
が
少
な
く
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
は
、
雨
の
日
の
翌
日
の
午
前
中
が
い
い
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
滑
っ
て
危
険
だ
し
服
が
濡
れ
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。
調
理
す
る
際
は
掘
り
起
こ
し
て
か
ら
な
る
べ

く
早
い
時
間
に
ゆ
で
た
方
が
、
ア
ク
が
少
な
く
て
軟
ら
か
く

な
り
、
お
い
し
く
な
り
ま
す
よ
。

会員リレーエッセー         ◆◆ 140◆◆

囲 碁

（解答は5面にあります） （解答は5面にあります） 

持
駒
　
桂
歩
歩 

黒先　8分で二、三段以上 
〈ヒント〉 1手目の好手で 
 白の眼形を奪います。 
  

〈ヒント〉桂の活用がポイントです。 
 10分で二段 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

中級編 中級編 

玉 金 

金 歩 歩 金 
銀 

桂 

数 独 数 独 SUDOKU

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。 
【ルール】 
q空いているマスに、1から
9までの数字のどれかを
入れます。 

wタテ列（9列あります）、ヨ
コ列（9列あります）、太線
で囲まれた3×3のブロッ
ク（それぞれ9マスあるブ
ロックが9つあります）の
どれにも1から9までの数
字が1つずつ入ります。 

（答え5面） 
パズル制作／ニコリ 

1 □ 2 8
2 1 4

7
6 7 8 9
9 3
4 5 3 2
5 □

3 4 8
4 1 6

た
け
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掘
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タ
ケ
ノ
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歯
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）  


